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特に， 1 種自動全しゃ断踏切について，数量化理論E類を用い，各事故類型と事故全体を比較して 8 つ
の特徴要因を抽出し，先に得られた分析結果を踏まえて，各事故類型ごとに事故発生プロセスと特徴要
因の関連を図示して安全対策への提言としている。










第 6 章では，踏切警報時分の最適化問題検討のため，最も一般的な 2 組しゃ断踏切(こ線数 1 ，..._， 5 本)
における踏切通行者の通行行動について実態調査を行っている。主な結果は，進出側しゃ断かんが降下
を始めるまでの警報鳴動時分は，現行規定によるこ線数のグループ別でなく，大型貨物を基準として，
踏切長と踏切平均クリア時間 (Tm十 3σ) の回帰モデルによってきめることが妥当であることを示し
ている。また，最長警報時分が歩行者事故へおよぼす影響が顕著であることを実証し，警報時分の斉一
化を提案している。


















(4) 人間の判断と動作の関連性を評価する指標として， C.C.No. について実証的研究結果から，人間
工学的にもそれが有効であることを示している。
以上のように本論文は道路と鉄道の平面交差の危険性評価と事故対策の効果の予測システムについて
提案を行ったもので，その成果は今後の踏切の安全対策に益すること大なるものがあり，都市計画，交
通工学上寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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